
(R6.7.1変更)
（両生類）－対策を優先して行うことを推奨するもの
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△：古い記録、

　　不確実な情報、
　　可能性高いもの

和名

食用として輸入されたチュウゴクオオサンショウ
ウオが京都府の鴨川水系を中心に野生化して
広がるとともに、在来種であるオオサンショウウ
オへの遺伝浸透が進み、現在では京都府下で
純粋な在来種の個体を見つけるのが困難な状
態になっている。

※R6.7.1より、特定外来生物に指定

目名No

本県での影響

生物多様性
への影響


